　

　

　　　　 ＡＣＴ．５　歌う愛のトレンディ大作戦

　ここは新戸町カサデラスの地下１３階。

　例によって、その日も悪のセクハラ秘密結社であるＭＪ－12は、いか

にしてボディコン戦隊を潰すか、寝ずの議論を続けていた。

　この日の会議には、いつものメンバー、国士武僧、崇杏子、蒋参元の

３人に加え、若ぶりな男女ペアが一組参加していた。二人とも若くして

ＭＪ－12のメンバーに選ばれた優秀な改造人間たちである。

　女のほうはウェットなショートカットが特徴的なキャリアウーマン風

の女、恋縫（れん ほう）であった。これは世をしのぶ仮の名前であり、

本名は音鼓（おとこ）ひでりという。見た目に気が強そうであったが、

本当に気が強かった。

　男のほうは流支万岩（ながしまん がん）といった。

　もちろんこれも仮の姿である。本名は娜苑月人（なおん げっと）。

見た目には30代の落ち着いたエグゼクティヴにみえる。現実世界では俳

優として成功していた。

　２人はすこし系統が違うが、トレンディなタレントとしてＴＶでそれ

ぞれに活躍している有名人であった。それが今回の作戦で、崇杏子に助

力を頼まれた理由である。

　崇杏子は、国士武僧を前にして自説を展開する。

「……これまで我々は、ボディコン戦隊という強敵の出現に対して、力

でもって正面から対決を挑んできました。

　しかしテン坊・チー坊の敗北を見ても明らかなように、我々の力押し

に対して、ボディコン戦隊は一歩ひいて逃げ勝つというプロの技を見せ

つけています」

「まだ青いのにやってくれるよね」

　恋縫が口をはさんだ。

「このような余裕ある戦い方ができるのは、ボディコン戦隊が高度に訓

練された組織であるからに外ありません」

『本当にそう思うか？』国士武僧が思わずツッコミを入れたが、杏子の

耳には届かなかった。

　杏子は主張を続ける。

「優れた組織には優れた指揮系統があります。我々がこの戦いにおいて

勝利するためには、まず、その優れた指揮系統を破壊することが第一で

す。

　もし我々が尽力してボディコン戦隊の指揮系統に入り込み、それを破

壊、もしくは混乱させることができれば、今後の戦いが非常に有利にな

るのは間違いありません。

　しかしボディコン戦隊の指揮系統、あえて形容すれば『華麗なる世界』

はそう簡単に破壊できるものとも思えません」

「機械的でない精神世界だけに、物質的に壊しようがないアルな」

　ＭＪ－12のマッドサイエンティスト・蒋参元が言った。

「そう。そのとおりです」

　杏子はそのキラリと光る発言に少し驚いた。

「完成された精神世界は普遍ネー。これ、中国四千年の歴史が証明して

るのコト」

　と、彼はさらにガラにもないことを言う。

「その、破壊しにくい精神世界による命令系統を破壊する方法があると

すれば、それは、それを上回る精神世界を構築してその精神世界を駆逐

し、乗っ取ってしまうことです！」

　国士武僧は彼女の話に感心しながら聞き入っていたが、あえて

「あの、他の追随を許さない唯我独尊の世界を打ち破ることのできる精

神世界が他にあるのか？」

と杏子に問うてみる。

「分かりません」と杏子。

「分かりませんが、あの独善的な世界と我々のいる世界との違いを私は

見つけだしました。ボディコン戦隊は『トレンディ』ではないのです。

あまりにも我が道を行き過ぎてて、彼女らは現代的でないのです！

　ここに私はボディコン戦隊の世界に付け入るスキを見いだしました。

幸いにして、彼女らのうち、男に恵まれているのは１人だけです。

　そこで今やトレンディ俳優の代名詞となっているお二人、恋縫と流支

万岩さんのお二人に御登場ねがうというわけです」

　そう言って杏子は、恋縫と流支万岩の二人を紹介した。

「ある日突然、ボディコン戦隊の面々がトレンディな愛の嵐に巻き込ま

れたら？―――いくら彼女らといえども自分たちのしがらみも忘れてト

レンディな愛の世界に巻き込まれずにはいられないでしょう！」

「そこで作戦です」

　杏子がそう言うや、そばで話をきいていた恋縫が指をパチンと鳴らし

た。

　すると突然、部屋の明かりが消えて、部屋中が暗闇に包まれた。暗闇

の中を、どこからか現れてきた黒子たちが激しく動き回りだし、国士武

僧の前に、ジオラマ模型を据え置いて逃げた。なんのために使われるの

か分からない新戸町の全景ジオラマである。また美術係が徹夜で作らさ

れたのだ！

　崇杏子と恋縫がその前にならび立つと、黒子によってその二人にピン

スポットが当てられた。二人はいつの間にか、白衣に黒眼鏡という研究

者風の服装に着がえている。

「トレンディといえば、私の出番」

　恋縫が、似合わない眼鏡をかけ直しながらそう言い切った。

「恋縫よ。お前もか…」

　国士武僧は心せずつぶやいていた。

「この私がボディコン戦隊を止まらないラブ・ストームに巻き込んで差

し上げましょう」

　と、恋縫はさらに言い切る。杏子が続けて言う。

「今回の作戦名はこちらで用意しました。作戦名は

『――東京恋物語――

　　101回目もプロポーズという名のもとにこの世の果てでずっとあなた

　　を愛していると言ってくれ』（長い）

－－－です」

　その言葉と同時にＢＧＭが流れだした。甘くせつない恋心をかき立て

てくるこのメロディーは、有名な歌手グループ『オフロード』のもので

ある。

「今回の作戦のために、あの有名な歌手グループ“オフロード”にこの

曲を特別に書かせました。私の顔がアップになったときには必ず、この

曲が前面でせきを切ったように流れだします」

　と恋縫は言い切った。

　突然にこの押しの強いメロディーが流れ出したのは、どこかで誰かの

カメラが恋縫をアップで捉えたためである。そんなことになんの意味が

あるのかは定かでないが、カメラのフレームに入るだけでいきなりこの

曲がバンバンと流れ出してしまうのだ。そのままドラマにしてしまうつ

もりでもあるのか、彼女たちの周りには黒子カメラマンたちが大量に放

たれており、あらゆる角度から彼女たちの姿を捉えていた。

「そんなことはどうでもいいが、杏子よ。その作戦名で著作権はクリア

しているのか？どこぞの作家のように不用意に元ネタをバラして、また

意味もなくバージョンアップしても知らんぞ？」

　と、国士武僧は少し心配になって問うた。が、

「大丈夫です。我々に著作権のことなど関係ありません（不可）。どう

せ、パクリでやられるのはこの作者だけです《やめてくれっ！》」

と杏子は言いきって平気であった。

　国士武僧はこの話から一歩ひいて傍観することにした。

　杏子が本題に入る。

「では具体的な作戦内容に入ります。

　まず舞台はここ、新戸町のブティック『ロゼ・アルジャン』―――」

　壁にある大型モニターには、とある街角にある洋服屋の今が映し出さ

れていた。ボディコン戦隊のリーダー・志津麗奈が経営しているブティッ

ク『ロゼ・アルジャン』である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづく）

